
   第61回全国卓球選手権大会 年代別団体戦の部 神奈川県予選会の結果

男子

順位 チーム名 地域

30代 （参加数  26 チーム) 代表枠４

1位 MD相模 保土ヶ谷 佐藤博紀 岡本紘樹 百々彩人

2位 白金丸 高座郡 平山聖也 奈良和之 大木優輔

3位 ファイターズ 西区 澁谷優一 蛯原大貴 宮本 駿 横山完治 豊島広彬

4位 アンカー 戸塚区 醍醐 周 笹原有史 和田達也

40代 （参加数 11チーム）代表枠４

1位 A.J.C.C 座間市 石塚宏之 田中宏明 沼尾真誉

2位 リコー厚木 厚木市 伊東直之 青木 賢 矢野泰成

3位 シックス・ワン 相模原 荻久保陽介 川上智之 狭間純平 深見太郎

4位 クエストCOCO 中原区 木村達彦 橋口賀保 服部秀昭 藤田 丞

50代 （参加数 14チーム) 代表枠３

1位 梅屋敷卓球クラブ 青葉区 菊地浩彰 西川幸伸 西倉遊星

2位 遊神 藤沢市 渡邉 誠 奥園孝二 後藤嵩史 原 大介 岡田憲二

3位 鎌倉卓球クラブ 鎌倉市 ⾧谷川桂志 金田 学 石井 徹

60代 （参加数   13チーム） 代表枠３

1位 アスリート相模 相模原市 青木洋一 相原徹人 斎藤健治

2位 白金丸2 寒川 銀吉屋義則 河合勲治 岩崎美一 石井孝宜

3位 ポケットTMW 秦野市 橘川重雄 荒井 清 高橋 浩 渡部洋二

70代 （参加数 12チーム） 代表枠３ 【全国推薦 FAMILY】

1位 藤クラブ 藤沢市 斎藤龍二 須田秀二 宮下秀一 高松信弘

2位 相模原ベテラン会 相模原 渡部 彰 河合庄平 鶴岡 功

3位 藤総会 藤沢市 池田 彰 細谷 勉 板垣時男

80代 （参加数 1チーム）

1位 オレンジ 座間市 ⾧田昭八 鈴木雅明 小河原 眸

女子

30代 （参加数 4チーム） 代表枠２

1位 MD相模 保土ヶ谷区 松下沙奈美 松本友里 秋田留美子 池田佳乃

2位 おさかな戦隊 神奈川区 片野志穂美 渡部はる香 切田 葵 若林 咲 近野景子

40代 （参加数 3チーム） 代表枠２

1位 あすなろ 幸区 佐藤明子 奥野晴美 池田 希 内田陽子

2位 パステル 中原区 近藤菜緒 山本 愛 山脇綾子

50代 （参加数 14チーム） 代表枠３

1位 グリーンスポーツ 藤沢市 國分清美 ⾧谷川恭子 山田真由美 福田すみ子 山崎綾子

2位 ラ ファータ 相模原 佐藤典子 今井京子 佐藤カンナ 荻田久美子

3位 横浜花冠 宮前区 秋岡基子 杉浦真理 竹下作子 小坂祐子 村田寿恵

60代 （参加数 8チーム） 代表枠３

1位 FAMILY＆四葉会 金沢区 阿部みゆき 和田るり 松澤鶴代 青山広美

2位 松草クラブ 高津区 片寄佐知子 鈴木真理子 渡邊里美 宮田康子 川合幸子

3位 Hama Wing + A 磯子区 森野一枝 公文道恵 大坪加代子 嶋添美穂

70代 （参加数 8チーム） 代表枠３

1位 FAMILY 金沢区 ⾧谷川妙子 阿部シズ江 鈴木知子

2位 JUMP 中郡 吉岡保美 庄司文子 横山つや子 角田高子

3位 YOUKI-HAMA 中区 井口はるみ 佐藤寿子 武村君惠 棚橋旬子

80代 （参加数 1チーム）

1位 ハミング 多摩区 伊澤昭子 松田ミツエ 坂田伸子

2025年8月9日（土）とどろきメインアリーナ

参加チーム数：男子77チーム・女子38チーム

選手氏名

月
例
湘
南
マ
ラ
ソ
ン

８
月
３
日
（
日
）
の
月
例
湘
南

マ
ラ
ソ
ン
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
２
５

名
の
参
加
が
あ
る
と
い
う
の
で
特

別
ゼ
ッ
ケ
ン
の
作
成
、
シ
ャ
ワ
ー

施
設
の
下
見
、
昼
食
準
備
を
し
て

迎
え
ま
し
た
。
月
例
湘
南
マ
ラ
ソ

ン
の
ス
タ
ー
ト
方
式
は
フ
ラ
ン
ス

の
大
会
か
ら
学
ん
で
コ
ロ
ナ
を
機

に
実
践
し
て
い
る
「
パ
ラ
パ
ラ
ス

タ
ー
ト
」
で
す
。
狭
い
コ
ー
ス
で

も
通
行
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
に
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
で
き
ま
す
。
３
キ

ロ
レ
ー
ス
で
は
２
０
名
の
フ
ラ
ン

ス
ラ
ン
ナ
ー
が
完
走
し
ま

し
た
。
海
が
初
め
て
と
い

う
若
者
も
い
て
海
岸
遊
び

か
ら
な
か
な
か
帰
っ
て
こ

な
か
っ
た
り
、
英
語
通
訳

＆
案
内
を
担
当
し
た
労
山

の
中
村
さ
ん
は
苦
労
？
し

た
よ
う
で
す
。
私
は
団
体

行
動
が
苦
手
で
す
が
、
フ

ラ
ン
ス
で
は
そ
う
い
う
タ

イ
プ
が
多
数
派
な
ん
だ
な
ぁ
、

と
安
心
し
ま
し
た
。

（
神
奈
川
県
Ｒ
Ｃ佐藤

好
行
）

月
例
湘
南
マ
ラ
ソ
ン
終

了
後
、
一
行
は
江
ノ
電
に

乗
り
、
鎌
倉
観
光
へ
と
出

か
け
ま
し
た
。

参
加
者
25
名
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
の
は
、
ス
キ
ー
協

か
ら
２
名
、
Ｒ
Ｃ
か
ら
１

名
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら

４
名
の
皆
さ
ん
。
さ
ら
に

全
国
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
語

に
堪
能
な
宇
野
理
事
長
を
は
じ

め
、
通
訳
の
高
山
さ
ん
、
石
川

さ
ん
の
３
名
が
加
わ
り
、
心
強

い
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

長
谷
駅
で
下
車
し
、
ま
ず
は

外
国
人
観
光
客
に
も
人
気
の

「
鎌
倉
大
仏
」
へ
。
猛
暑
の
中
、

マ
ラ
ソ
ン
で
体
力
を
消
耗
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

無
事
に
大
仏
さ
ま
を
背
景

に
記
念
撮
影
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
フ
ラ
ン

ス
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

素
敵
な
お
土
産
に
な
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
は
「
長
谷
寺
」

を
訪
れ
る
グ
ル
ー
プ
と
、

一
足
先
に
横
浜
に
戻
り
自

由
時
間
を
楽
し
む
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い

出
来
事
が
ひ
と
つ
。
江
ノ

電
の
車
内
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
参
加

者
２
人
か
ら
「
江
ノ
島
、
江
ノ
島
」

と
流
暢
な
日
本
語
で
声
を
か
け
ら

れ
た
の
で
す
。
思
わ
ず
「
江
ノ
島
、

見
え
な
い
ね
」
と
返
し
た
も
の
の
、

「
本
当
は
江
ノ
島
に
行
っ
て
み
た

か
っ
た
の
か
し
ら
」
と
、
今
で
も

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

（
神
奈
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

吉
越
悦
子
）

「
日
本
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？
」

と
て
も
朗
ら
か
で
元
気
い
っ
ぱ
い

の
彼
女
に
、
定
番
の
質
問
で
声
を

か
け
て
み
た
。

「
伝
統
と
モ
ダ
ン
が
ミ
ッ
ク
ス
し

て
と
て
も
素
敵
、
初
め
て
の
日
本

訪
問
で
、
と
て
も
興
奮
し
て
い
る
」

と
の
返
事
。
彼
女
の
名
前
は
“
セ

リ
ア
”
１
０
代
か
ら
２
０
代
の
若

者
に
交
じ
っ
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に

行
動
し
て
い
る
彼
女
を
私
は
グ
ル
ー

プ
の
お
姉
さ
ん
格
で
ま
と
め
役
な

の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
後

日
、
彼
女
は
パ
リ
郊
外
の
ト
ラ
ン

ブ
レ
市
の
副
市
長
と
判
明
。
驚
き

と
共
に
女
性
参
画
は
世
界
の
流
れ

の
中
で
急
速
に
進
ん
で
い
る
と
痛

感
し
ま
し
た
。

と
て
も
分
か
り
や
す
い
英
語
を

話
す
彼
女
は
長
谷
寺
の
十
一
面
観

音
像
の
前
で
は
「
十
一
の
顔
に
は

そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
？
」

と
思
わ
ぬ
質
問
。
「
世
の
中
の
平

安
を
願
っ
て
い
る
の
よ
」

と
し
か
答
え
ら
れ
な
か
っ

た
自
分
に
反
省
し
き
り
。

鎌
倉
観
光
で
の
短
い
交
流
の
時
で

し
た
が
、
と
て
も
パ
ワ
フ
ル
で
人

懐
っ
こ
い
彼
女
の
人
柄
に
魅
了
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
若
者
た
ち
の
中
に
入
っ

て
み
る
と
み
ん
な
と
て
も
好
奇
心

が
い
っ
ぱ
い
！
！
体
が
ぐ
っ
と
大

き
い
の
で
な
ん
だ
か
圧
倒
さ
れ
そ

う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
や

は
り
子
供
達
い
や
孫
達
世
代
か
な
・
・
・

興
味
は
「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
や
「
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
」
な
ど
の
日
本
の

ア
ニ
メ
。
残
念
な
こ
と
に
ア
ニ
メ

に
疎
い
世
代
の
私
に
は
な
か
な
か

つ
い
て
い
け
ず
ち
ょ
っ
と
悔
し
い

思
い
で
し
た
。

最
後
に
心
に
残
っ
た
の
は
、
連

日
の
猛
暑
に
も
め
げ
ず
各
地
で
交

流
を
深
め
て
い
く
彼
等
の
最
後
の

訪
問
地
は
被
爆
地
長
崎
。
出
身
が

長
崎
の
私
に
と
っ
て
、
長
崎
の
シ

ン
ボ
ル
「
平
和
祈
念
像
」
の
前
に

立
つ
彼
ら
の
写
真
に
、
時
代
を
超

え
人
種
を
超
え
て
平
和
へ
の
思
い

が
こ
う
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
く

の
か
な
と
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
Ｆ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
日
本
訪
問
の

鎌
倉
観
光
の
一
日
を
少
し
だ
け
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、
彼
ら
は
常
に
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
「
ア
リ
ガ
ト
ウ
」

の
言
葉
と
笑
顔
で
不
慣
れ
な
私
達

を
包
ん
で
く
れ
た
こ
と
が
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
私
に
と
っ
て

と
っ
て
も
大
き
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

（
神
奈
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

内
海
栄
子
）

月
例
湘
南
、
鎌
倉
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
終
え
た
Ｆ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
の
皆
さ
ん

と
の
懇
親
会
は
、
横
浜
中
華
街
の

龍
翔
記
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
吉
成
理
事
長
の
乾
杯
の

挨
拶
か
ら
は
じ
ま
り
、
Ｆ
Ｓ
Ｇ
Ｔ

団
長
の
ク
レ
モ
ン
・
ル
モ
ン
さ
ん
、

ノ
ワ
ジ
ー
＝
ル
＝
セ
ッ
ク
グ
ル
ー

プ
代
表
の
ケ
ン
・
ロ
バ
ー
ト
さ
ん
、

ト
ラ
ン
ブ
レ
グ
ル
ー
プ
代
表
の
ア

ダ
マ
・
デ
イ
ア
ロ
さ
ん
か
ら
当
日

の
月
例
湘
南
で
の
サ
ポ
ー
ト
や
鎌

倉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ア
テ
ン
ド
へ

の
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
に
、
ケ
ン
さ
ん
か
ら
は
な

ん
と
日
本
語
で
広
島
、
長
崎
へ
の

訪
問
に
つ
い
て
の
若
者
ら
し
い
決

意
も
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
は
次
第
に
盛
り
上
が
っ

て
い
き
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

か
ら
尺
八
に
乗
せ
て
九
州
炭
坑
節

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
す
る
と
Ｆ
Ｓ
Ｇ

Ｔ
の
皆
さ
ん
か
ら
は
フ
ラ
ン
ス
国

歌
と
「
お
お
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
」
の

返
礼
が
。
会
場
が
一
体
な
っ
た
大

変
素
晴
ら
し
い
出
し
物
に
な
り
ま

し
た
。

美
味
し
い
中
華
料
理
を
た
っ
ぷ

り
い
た
だ
い
て
大
満
足
の
と
こ
ろ

に
、
最
後
は
ス
キ
ー
協
の
吉
越
将

太
郎
さ
ん
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
で
の

ス
ピ
ー
チ
と
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記

念
の
お
箸
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
Ｆ
Ｓ

Ｇ
Ｔ
の
皆
さ
ん
は
大
変
喜
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

Ｆ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
９
３
と
神
奈
川
県
連

盟
の
国
際
交
流
は
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
全
て
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。
代

表
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
県
連
盟
副
理
事
長吉

越
貴
幸
）

＊

＊

＊

＊

８
月
６
日
～
８
日
、
「
第

41

回
広
島
・
長
崎
反
核
平
和
マ
ラ
ソ

ン
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
被
爆
地
の
広

島
か
ら
長
崎
ま
で
、
核
兵

器
廃
絶
を
訴
え
な
が
ら
た

す
き
を
つ
な
ぐ
と
い
う
も

の
で
す
。
今
年
は
被
爆

80
年
と
い
う
節
目
の
年

に
あ
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
の

ス
ポ
ー
ツ
団
体
Ｆ
Ｓ
Ｇ
Ｔ

93
（
フ
ラ
ン
ス
勤
労
者

ス
ポ
ー
ツ
・
体
操
連
盟

セ
ー
ヌ
＝
サ
ン
＝
ド
ニ
委

員
会
）
の
代
表
団
が
来
日

し
、
10
代
の
若
者
を
主

体
と
し
た
25
名
が
参
加
、

３
日
間
一
緒
に
広
島
か
ら

長
崎
ま
で
走
り
ま
し
た
。

６
日
、
広
島
平
和
記
念

公
園
で
出
発
式
を
終
え
、

８
時

15
分
に
全
員
で
黙

と
う
し
た
後
、
長
崎
に
む

け
て
出
発
。
２
km
先
の

西
区
役
所
ま
で
全
員
ラ
ン

で
ア
ピ
ー
ル
。
こ
の
日
は

防
府
市
役
所
ま
で
走
り
、

防
府
市
職
労
の
出
迎
え
を

受
け
ま
し
た
。

７
日
は
早
朝
か
ら
雨
。

昼
前
に
は
関
門
ト
ン
ネ
ル

人
道
入
口
前
で
下
関
市
長

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取

り
、
海
底
ト
ン
ネ
ル
へ
。

正
午
に
門
司
区
役
所
に
到

着
し
歓
迎
式
。
そ
の
後
北

九
州
市
役
所
前
に
。
こ
こ

で
も
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
、

福
岡
市
役
所
を
め
ざ
し
ま

し
た
。

８
日
は
、
朝
５
時
半
か

ら
福
岡
市
平
和
台
競
技
場
前
を
出

発
し
、
午
後
に
長
崎
県
入
り
。
川

平
地
域
あ
た
り
で
は
、
地
元
の
方
々

が
自
宅
の
窓
か
ら
顔
を
出
し
て
手

を
振
っ
た
り
、
声
を
か
け
た
り
す

る
姿
が
目
立
ち
ま
し
た
。
夕
方
に

は
コ
ー
ス
最
大
の
難
所
、
間
の
瀬

峠
を
登
り
切
り
、
川
平
小
学
校
跡

地
か
ら
平
和
公
園
ま
で
全
員
ラ
ン

で
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」

「
ス
ポ
ー
ツ
は
平
和
と
と
も
に
」

を
手
を
振
り
な
が
ら
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。
長
崎
平
和
公
園
に
い
た

人
た
ち
が
広
島
か
ら
来
た
こ
と
を

知
り
、
大
き
な
拍
手
で
迎
え
、
ラ

ン
ナ
ー
は
握
手
を
交
わ
し
、
た
た

え
合
い
ま
し
た
。

Ｆ
Ｓ
Ｇ
Ｔ

93
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
は
、
「
走
っ
て
い
る
時
、
広
島

平
和
記
念
資
料
館
で
見
た
展
示
物

の
三
輪
車
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
」

「
（
被
爆
者
か
ら
の
応
援
に
）
感

動
し
た
。
続
け
た
い
、
決
し
て
走

る
こ
と
を
や
め
な
い
と
思
っ
た
」

「
核
兵
器
を
も
た
な
い
日
本
に
学

ぶ
こ
と
は
多
い
」
「
戦
後

80
年

と
い
う
大
事
な
年
に
平
和
の
行
事

に
参
加
す
る
こ
と
は
、
世
界
の
平

和
に
関
係
す
る
大
事
な
営
み
」

「
２
０
２
１
東
京
五
輪
、
２
０
２

４
パ
リ
五
輪
の
後
に
何
が
残
っ
た

の
か
、
広
島
と
長
崎
の
こ
と
を
考

え
た
か
っ
た
」
「
僕
に
は
耐
え
ら

れ
な
い
。
原
爆
で
家
族
を
失
っ
た

り
し
た
ら
」
「
将
来
的
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
各
国
が
持
ち
回
り
で
開

催
す
る
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
を
実

現
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。（

全
国
連
盟

佐
藤
信
樹
）
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トランブレ市セリア副市長と

中華街での交流会を終えて

月例湘南スタート前の記念写真

鎌倉大仏前で

フランスの若者たちの「オーシャンゼリゼ♪」で盛り上がる

クレモン団長のあいさつ

広島～長崎反核平和マラソン出発式



男子順位

優 勝 広瀬泰巳 / 脇田孝志 北條クラブ/夢想塾

準 優 勝 上田弘樹 / 川霜広美 個人/チーム友遊

優 勝 上田邦彦 / 古川貴昭 町田ぴいぱる

準 優 勝 村上幸二郎 / 松浦慶子 テクニカル

優 勝 古家典孝 / 本田修一 旭桜クラブ/個人

準 優 勝 稲富昌光 / 古山静子 テンオール/フレッシュ

優 勝 佐藤芳郎 / 石塚恵 PWS

優 勝 石田房夫 / 宮崎友博 フレッシュ

優 勝 杉原五郎 / 池田賢一 旭桜クラブ

準 優 勝 文田朗 / 加藤 茅ヶ崎ベテラン会

優 勝 大和田満彦 / 富田陽久 大道

準 優 勝 水野節夫 / 松谷智子 イ・ガルペ/日吉TTC

優 勝 矢部徳治 / 草浦きよ子 あいあい

準 優 勝 山本耕司 / 長谷川裕 東戸塚CC

優 勝 岡本新一 / 小川三夏 千光花火/マリン茅ヶ崎

優 勝 川上伸弘 / 川上勝子 あいあい

女子順位

優 勝 松井征子 / 阿部花子 チェリオ

準 優 勝 横山つや子 / 角田高子 JＵMP

優 勝 溝口朝子 / 小寺真利子 ハシビロコウ

準 優 勝 宗形貴与子 / 福本照美 町田ぴいぱる/SUNSUN

優 勝 岩本芳子 / 小泉桂子 フレッシュ/チーム友遊

準 優 勝 小川圭子 / 中川原八重子 泉スマッシュ

優 勝 藤原砂由美 / 菅沼由美子 palm/T.T.T

準 優 勝 窪田晶子 / 田代紀子 ASTY

優 勝 山岸志保子 / 岸タケ子 サザンクロス

準 優 勝 北原アキ / 入川知江 パンジー

優 勝 小林利絵 / 土屋麻紀 ビバチュウ

準 優 勝 坂本由美 / 石川恵子 あいあい

優 勝 岡部晴美 / 史ゲイショウ 旭桜クラブ

準 優 勝 菅沼明美 / 鈴野みちえ パンジー

優 勝 大澤美恵子 / 平野二三江 旭桜クラブ

準 優 勝 良知雅子 / 河村さなゑ フルーツボンボン

優 勝 高華 / 茅野キミ 旭桜クラブ

準 優 勝 田面みのり / 柏原恵美子 らいむ

優 勝 狩野美子 / 中里裕子 アイリス

準 優 勝 米山真喜子 / 倉田愛子 旭桜クラブ

優 勝 渡部澄子 / 三井由美子 マリン茅ヶ崎/個人

準 優 勝 矢澤イネ子 / 佐々木きゑ子 にゃんこ

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

8

9

10

11

3

4

5

6

7

順位

9位

10位

11位

12位

順位

優勝

準優勝 杉本美紀・⾧田百合子・大志賀美琴・堀田詩織・石井若菜・松岡歩実・西村凪紗

3位

4位

5位

6位

城戸純麗・倉増芹菜・川原愛美・伊藤愛海・鏑木花音

神成美果・菅原萌加・岸本紗良・大吉彩加・田内香帆・坂本明日菜

田口 恵・荒川理沙・中溝明莉・尾西 茜・寺門春奈・内海楓香

齋藤 彩・⾧瀬夏海・飛田優香・小澤こゆき・古平瑠奈・鈴木若菜

髙橋尋可・勝田 雅・細川実那子・飯田美奈子

矢部衛彦・米内山元貴・中飯大智・岡崎憲太・浜岡貴弘・加藤耕也

矢内智大・松浦虎三郎・松浦壮志・熊谷 晴

チーム名 選手

5位~8位

3位・4位

東海道HD

YOKIクラブ

GKS

R.I.P

Youthful A

三浦FC

キャベツ太郎A

鎌倉卓球クラブB 田上国広・新堀 隼・石井皓翔・内田涼介

CRONY

でこぼこふれんず

第61回全国卓球選手権大会一般団体戦神奈川予選の結果
2025年7月26日（土）秩父宮記念体育館

男子 (参加チーム数41チーム）代表枠12

男子代表チーム 12チーム

堀籠翔平・前田晃典・梅谷昇平・徳留 樹・宮城昌利

優勝・準優勝
小幡光輝・岩崎 海・冨樫拓紀・宮崎靖也

小牧玲雄・吉田聖斗・今永隼人・森屋 翼

石榑大河・佐藤 良・白 裕也・内 純太・天野宏哉

増田佳一・村田 威・鈴木 歩・菊地原太貴・斉藤直哉

村瀬翔吾・阿曽智仁・千葉遥斗・松本聖矢・永井響己

シックスワンA

鎌倉卓球クラブA

CRONY A

はまっこ

白くま

深見太郎・村田勇人・西下元貴・小島広夢

植松秀仁・鈴木 蓮・福田昌平

片山湧斗・菅野博志・佐藤瑞樹・友部篤志・久能木実

女子（参加チーム数6チーム）代表枠６
チーム名 選手

キャベツ太郎B

三浦FC

みなみ風

２真
夏
の
夜
の
夢
の
よ
う

に
、
１
０
０
０
０
基
の
灯

篭
で
江
ノ
島
を
照
ら
す

「
江
ノ
島
灯
籠
」
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

急
ぎ
足
で
メ
イ
ン
会
場
の
サ
ム
エ

ル
・
コ
ッ
キ
ン
グ
苑
に
向
か
い
、

展
望
灯
台
シ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
か
ら

た
そ
が
れ
の
海
の
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー

を
眺
め
る
人
。
ま
た
、
サ
ン
セ
ッ

ト
テ
ラ
ス
の
ソ
フ
ァ
で
ゆ
っ
た
り

ケ
ー
キ
や
飲
み
物
を
楽
し
む
人
。

久
し
振
り
に

再
会
し
た
会

員
の
皆
さ
ん

に
夕
暮
れ
と

海
風
が
優
し

い
一
夜
で
し

た
。

（
Ｌ
脇
坂
）

川
崎
市
連
盟
は

１
９
７
２
年
２
月

結
成
か
ら
毎
年
定

期
総
会
を
開
き
今

年
第

53
回
を
迎
え

ま
し
た
。
川
崎
市

連
盟
は
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
実

現
の
た
め
に
地
域
に
根
差
し
、
ク

ラ
ブ
活
動
を
基
礎
に
し
た
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
広
げ
、
だ
れ
で
も
が
参

加
で
き
る
大
会
・
行
事
の
開
催
に

努
力
し
て
き
ま
し
た
。
第

48
回

総
会
（
２
０
２
０
年
）
か
ら
第

50
総
会
（
２
０
２
２
年
）
ま
で
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
文
書
総
会
が
続
き

ま
し
た
が
２
０
２
３
年
第

51
回

総
会
か
ら
通
常
の
対
面
総
会
が
開

催
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
総
会
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

困
難
な
事
態
で
の
市
連
盟
、
各
ク

ラ
ブ
活
動
の
努
力
と
実
態
か
ら
学

び
合
い
、
今
後
の
活
動
を
前
進
さ

せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

市
連
盟
組
織
の
現
状
は
、
水
泳

２
ク
ラ
ブ

30
名
、
健
康
ス
ポ
ー

ツ
３
ク
ラ
ブ

25
名
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
１
ク
ラ
ブ

10
名
、
ハ
イ
キ
ン

グ
１
ク
ラ
ブ

92
名
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
１
ク
ラ
ブ

13
名
、
幼
児
１

ク
ラ
ブ

32
名
、
合
計
９
ク
ラ
ブ

２
０
２
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
会
・
行
事
で
は
、
月
例
川
崎

マ
ラ
ソ
ン
が
コ
ロ
ナ
対
策
の
大
会

運
営
か
ら
通
常
の
運
営
に
回
復
し

て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
９
月
が

多
摩
川
溢
水
で
大
会
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
順
調
に
開
催
で
き
て
い

ま
す
。
川
崎
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は

１
０
０
名
の
エ
ン
ト
リ
ー
完
走

80
名
で
若
干
増
加
し
て
い
ま
す
。

対
市
要
求
で
は
、
「
川
崎
市
民
の

ス
ポ
ー
ツ
普
及
と
発
展
の
た
め
の

要
求
を
提
出
し
市
民
ス
ポ
ー
ツ
室

と
懇
談
を
も
っ
て
い
ま
す
。

（
石
川
正
士
）

１
、
新
日
本
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
に
対
す
る
評

価
に
つ
い
て

（
１
）
新
日
本
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
は
１
９
６
５

年

11
月
の
創
立
（
神

奈
川
県
連
盟
は
１
９

６
６
年
５
月
結
成
）
以
来
、
健
康

で
文
化
的
な
生
活
と
権
利
と
し
て

の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
発
展
を
め

ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
を
は
じ
め
と
す
る

ス
ポ
ー
ツ
精
神
を
つ
ち
か
い
、
ス

ポ
ー
ツ
の
す
ぐ
れ
た
価
値
を
受
け

継
ぎ
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
平
和
な
世
界
の
実
現

に
貢
献
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
昨
年
第

35

回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
が
沖
縄
県

で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
神

奈
川
県
連
盟
に
お
い
て
は
、
神
奈

川
県
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
は
今
年

63

回
を
数
え
、
神
奈
川
県
勤
労
者
山

岳
連
盟
・
卓
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
ス

キ
ー
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
月
例
マ
ラ

ソ
ン
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
軟
式
野

球
・
テ
ニ
ス
・
水
泳
・
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
・
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
み

ろ
く
山
の
会
等
、
長
年
に
わ
た
り

地
道
に
神
奈
川
県
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
営
々
と
積
み
重
ね
て
き

ま
し
た
。
来
年
、
結
成

60
周
年

を
迎
え
ま
す
。

こ
の
時
点
に
お
い
て
、
新
日
本

ス
ポ
ー
ツ
連
盟
・
同
神
奈
川
県
連

盟
に
対
す
る
県
の
評
価
・
コ
メ
ン

ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
、
県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
利

用
問
題
に
つ
い
て

（
１
）
県
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
優
先
利
用
実
態
に
つ
い
て
、
県

の
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た

の
は
、
「
第
１
優
先
の
土
日
祝
日

利
用
の
う
ち
そ
の
８
割
を
９
団
体

で
占
め
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
と
、

「
土
日
祝
日
利
用
の
95
～

97
％
を
特
別
優
先
と
第
１

優
先
で
占
め
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
残
っ
た

３
～
５
％
（
第
２
優
先
団

体
が
申
込
で
き
る
８
日
～

９
日
）
と
い
う
の
は
ほ
ぼ
、

熱
中
症
の
恐
れ
の
あ
る
８

月
と
誰
も
が
利
用
を
控
え

る
年
末
年
始
、
あ
と
は
利

用
し
づ
ら
い
年
度
の
替
わ

り
目
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、

第
１
優
先
団
体
が
利
用
を

敬
遠
す
る
条
件
の
悪
い
日
、

そ
の
日
だ
け
を
第
２
優
先

団
体
に
あ
て
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

が
毎
年
続
い
て
い
る
と
い

う
の
が
実
態
で
す
。
ま
ず

こ
の
点
を
県
と
し
て
ど
う

思
う
の
か
、
コ
メ
ン
ト
を

お
願
い
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
も

と
で
、
こ
れ
が
公
共
施
設

の
公
正
公
平
な
運
営
と
言
え
る
の

か
。
こ
の
余
り
に
も
第
１
優
先
団

体
に
利
用
が
偏
っ
て
い
る
実
態
、

は
っ
き
り
言
う
と
県
が
ス
ポ
ー
ツ

協
会
だ
け
を
極
端
に
優
遇
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
明
ら
か

に
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
欠
い
た
県
有

施
設
の
運
営
で
は
な
い
で
す
か
。

お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
実
施
要
綱

に
書
い
て
あ
る
か
ら
と
い
う
回
答

は
も
う
い
り
ま
せ
ん
）

そ
の
う
え
で
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
に
も
と
づ
き
公
正
公
平
に
、
第

２
優
先
団
体
で
も
一
定
程
度
（
条

件
の
悪
い
日
で
は
な
く
）
、
土
日

祝
日
が
申
込
・
確
保
で
き
る
よ
う

早
急
に
改
善
し
て
く
だ
さ
い
。

※
（
２
）
以
降
は
次
号
掲
載
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スケジュール
９月 3日 卓球協 K2リーグ東部大会
4日 ランニングセンター 定期総会
5日 卓球協 K2リーグ川崎大会
7日 スポーツ祭典テニス

ミックスダブルス
7日 第566回月例湘南マラソン
7日 県労山 定期理事会
9日 卓球協 K2リーグ西部大会
13日 神奈川スポーツ祭典 陸上大会
14日 サッカー協リーグ戦
14日 バレーボール協リーグ戦
16日 県労山 事務局長会議
17日 卓球協 第７回横浜クリスタル杯
21日 サッカー協リーグ戦
21日 バレーボール協リーグ戦
21日 卓球協 神奈川スポーツ祭典

全国大会予選会(一般個人戦）
21日 第534回よこはま月例マラソン
25日 県連盟 理事会
28日 第594回月例川崎マラソン
28日 サッカー協リーグ戦
29日 卓球協 第120回ダブルスリーグ
１０月 3日 卓球協 K2リーグ西部大会
4～5日 県労山 若手ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ講習

秋の丹沢植樹
5日 県労山 常任理事会
5日 第567回月例湘南マラソン
5日 サッカー協リーグ戦
5日 野球協リーグ戦
19日 第535回よこはま月例マラソン
20日 卓球協 第121回ダブルスリーグ
24日 卓球協 K2リーグ川崎大会
26日 第595回月例川崎マラソン
26日 スキー協 初級指導員養成研修理論
30日 県連盟 常任理事会

・県勤労者山岳連盟「連盟ニュース神奈川」「丹沢の成り立ちと地質的特徴」講演会の案内／植樹参加者募集 №535=8月号
・みろく山の会「みろく」道：山への思い／特集：第27期総会報告／総会講演会／6月山行結果報告 №513=8/2025
・少林寺空手道研究会本部「絆」小さな努力でも実る研究会活動の成果を広げよう！！／道場訓 2025年秋号№24
・月例川崎マラソン実行委員会「河原版」梅雨明けの猛暑に引き続き熱中症予防対策を共に／仲間 第593号=7/27
・月例湘南マラソン運営委員会「参加者のひろば」応援はＡｌｌｅｚ（アレー）とÇａｖａ（サヴァ） 第566回号=8/3
・よこはま月例マラソン運営委員会「マイロード」残暑お見舞い申し上げます／フォト・インタビュー 第534回号=8/17

・健康の維持、獲得のための科学的方法を学び、
実践します。

・どなたでも参加でき、専門家スタッフ
が参加者の実情に応じて指導します。

・月１回金曜日、時間は15:00～16:00です。
・担当指導員 山下多一さん
・教室開催日 ９月５日
・場所 県連盟事務所
・参加費 １種目１回500円(連盟員は300円)

江島神社(中津宮)

江の島シーキャンドル
(展望灯台)

丹沢の「多様な生命を育む森林づくり」をテーマにした植樹へ参加

してみませんか。ＮＰＯ法人 丹沢自然保護協会が春と秋に行ってい

るイベントです。植樹の前に、ヤビツ峠から菩提峠までは、グルー

プにまとまりガイドと共に丹沢の自然環境や植樹の意味を話しなが

ら歩きます。このガイドウォークでは、丹沢の自然に直接かかわっ

ている方からお話が聞ける、いい機会です。

１ 日 時 １０月２５（土）植樹会は１１：３０～１４：００＜雨天

の場合は２６日（日）に順延＞

２ 集合・解散 秦野駅改札口 ８時００分

（秦野駅からヤビツ峠、帰りの菩提峠から秦野駅は貸し切りバスを

利用）

３ 工程： ８：２０ 貸し切りバスで秦野駅からヤビツ峠へ出発。

９：３０ ヤビツ峠～岳の台～菩提峠までハイキング

１１：３０ 開会式、植樹作業、終了後に昼食

１４：００ころ イベントの解散、貸し切りバス出発

菩提峠から秦野駅まで貸し切りバスに乗車します。往復運賃１，０

００円ご用意ください。

４ 植樹地：菩提峠にて。ブナ、ミズナラ、ヤシャブシ他の苗木の

植樹 約１時間３０分

※ 植樹イベント参加費１，０００円は神奈川労山が負担いたします。

※ 活動に必要な資材は主催者が用意

※ 持ち物は弁当、水、軍手、雨具などの軽装登山

５ 締め切り ９月２５（木）

６ 申込先 自然保護委員会募集メール

bosyuu_sizen@k-rouzan.net 担当：伊藤

雨天順延で２６日（日）の場合の参加の有無をお知らせください。

各会で取りまとめてお申込みください。


